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いCFRP（炭素繊維強化樹脂）が使われている。
　組立作業は、サブ組立を除くと大きく５つのポ
ジションに分かれている。具体的には、骨格組立、
上下面の穴あけ、アッパーパネルとロアーパネル
のファスニング（ボルト、ナット締め付け）やシー
リング（特殊樹脂のシール作業）、ボックス状態に
なった後でのシーリングである。
　製造工程の中には自動化が難しく、人に依存す
る工程も多い。これらの工程ではヒューマンエラ
ーや作業者の技量のバラツキが製品品質を左右す
る大きな要因ともなっている。そこで、同工場で
は開設以来、組立トレーニングセンターを設け、
従業員教育に努めている。
　トレーニングセンターには３つの役割がある。
①組立新人作業者を即戦力化するための新人教育、
②部内の作業資格（認定制度）の教育を行う力量管
理、③新しい工法の検証・設定・新規工具の検証
などを行う工法改善である。このうち最も力を注
いでいるのは新人教育。カリキュラムには座学、
基礎実技、応用実技などがあるが、中でも重要視
するのが実機の作業環境（姿勢、狭さ、明るさ、時
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増産が進むB787

　同工場では、2006年からB787の主翼（ウィン
グ・ボックス）を製造。2020年２月中には累計で
1,000機目となる主翼を出荷する見通しだ。主翼は
フロントスパー、リアスパー、骨格に当たるリブ、
外側のアッパーパネルとロアーパネル、それらを
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郎氏（写真２）は、「狭隘部や１人作業には熟練者を
あてがい、新人には当座は２人１組の仕事をして
もらって、慣れるのを待つというやり方をしてい
ました。しかし、先端部では寝そべって作業する
ため外からはまったく見られません。熟練者がボ
ックスの中でどんなテクニックを駆使しているの
かなど、作業者の力量コントロールが行えず、技
能伝承には時間がかかりました」と話す。
　しかも、作業の難易度が高いため、一定の割合
で不適合品が出る。初期に比べると現場での生産
性改善や治具の整備などが進み、歩留りは向上し
たが、それもある時期からは横ばい状態になって
しまったという。歩留りが横ばいになった時期が
ちょうどこれから月産数を上げていかなければな
らない時に当たったため、会社側も事態を重く見
て、そこから社を挙げての取組みが始まった。

プロセス管理・品質工学・
技能管理の３つを合わせる

　今回の品質向上手法開発のキーマンの１人であ
る現・先進デザインセンター主席研究員の仲谷尚
郁氏（写真３）がバリューチェーン本部（調達から生
産性改善までを行う全社横通しの組織）を介して連
絡を受けたのは2015年、月産数が10機の頃のこ
とだった。当時、仲谷氏は総合研究所でヒューマ
ンインターフェイスユニットのリーダーを務めて
いたため、その手腕に期待がかけられたのだ。「バ
リューチェーン本部では、IT技術を用いた計測と
かビッグテータからのデータ収集・分析による問
題点の発見などに期待したようでしたが、実際に

間）を模擬した実機模擬教育である（写真１）。これ
は近年、B787の生産数が急激に増えたためである。
現在の生産数は月産 14機。主翼の数でいうと28
枚である。10年前と比べると生産数は５倍以上に
なり、直近でも2019年１月に、２年間続いた月産
12機から現行の数に変更された。増産のためには、
即戦力となる人材を多数確保しなければならず、
実機模擬教育が最も効果的と考えられるからだ。

シーリング技能の伝承が課題に

　実機模擬教育には穴あけ、ファスニング、シー
リングなどがあるが、これまで最も技能伝承に手
を焼いてきたのがシーリング作業である。シーリ
ングが必要な理由は、B787がメタル構造のB747
やB777と異なり、機体の多くの部分が電気を通し
にくいCFRPでできているためである。航空機は
飛行中に雷のほか、風との摩擦で静電気が発生す
るなど、いろいろな電気と遭遇する。機体がオー
ルメタル構造であれば電気は自然に流れて放電さ
れるが、複合材であるCFRPの外表面にメタル製
のボルトなどがむき出しになっていると、そこを
めがけて電気が飛び込む危険性がある。主翼には
燃料タンクもあるので、万一、電気の火花から引
火でもしたら大変な事態になってしまう。そこで
電気をきちんと処理するために、ボルトなどの金
属のある個所はもちろん、CFRP同士のつなぎ目
などボックス内外の必要個所にシーリングを行う。
　シーリングは、樹脂をコーティングしさえすれ
ばよいという単純な作業ではなく、シール機能の
健全性を確保するために、外観寸法であるシール
の肉厚、表面形状、内部気泡を発生させない、密
着度、漏洩検査など、さまざまな要求を満たすこ
とが必要になる。作業現場がオープンスペースで
あれば何らかの機械化も可能かもしれないが、主
翼はボックス状であり、ロアーパネルの空き空間
から体を入れての作業になるため、機械化は難し
い。場所によっては２～３人入れるところもある
が、主翼の真ん中から先は１人しか入れない。そ
の中で作業者はヘラ１本を使って丹念にシールを
成形しなければならない。複合材主翼工作部工務
課で教育などのスタッフ業務を担当する櫻井啓太

写真２　複合材主翼工作部工務課
　　　　櫻井 啓太郎氏

いざという時に慌てない！
技術・技能伝承を日常化する仕組みづくり特 集


